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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、明示的・暗示的な語彙知識の習得において、集中学習・分散学習が
果たす役割を調査することである。日本人英語学習者を対象とした調査から、明示的知識を測定するテストにお
いては、分散学習条件の方が集中学習条件よりも有意に高い得点に結び付いたことが示唆された。一方で、暗示
的語彙知識を測定するテストにおいては、分散学習条件・集中学習条件の間に統計的に有意な差は見られなかっ
た。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to examine the effects of massing and spacing 
on the acquisition of explicit and tacit vocabulary knowledge in a second language. An experiment 
conducted with Japanese learners of English showed that spaced learning led to significantly higher 
scores than massed learning on posttests measuring explicit knowledge. On a posttest tapping tacit 
knowledge, however, no statistically significant difference was found between massed and spaced 
learning.

研究分野： 第二言語習得
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は第二言語語彙習得において、分散学習は明示的知識の習得を促進するものの、暗示的知識の習得は必ず
しも促進しないことを示した世界でも初めての研究である。認知心理学の中で最も頑強な現象の一つと言われる
分散効果が必ずしも成り立たないことを示したという点で、分散効果の生起過程に関して理論的な貢献が期待さ
れる。また、本研究の知見をもとに、効果的な語彙学習教材・指導法を開発することが可能になる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
第二言語（以下、L2）語彙習得に関するこれまでの研究から、分散効果 (spacing effect) を利

用することで、効果的な語彙習得が可能になることが示されている。分散効果とは、同じ項目
を学習する際に、学習間隔を空ける分散学習 (spaced learning) の方が、学習間隔を空けない集
中学習 (massed learning) と比較して、より長期的な記憶保持に結びつくという現象のことであ
る。 
しかし、これまでの L2 語彙習得における分散効果を調査した研究はいずれも明示的な 

(explicit) 語彙知識のみを測定したものであり、集中学習と分散学習のどちらが暗示的な 
(implicit) 語彙知識の習得を促進するかを比較した研究は行われていない。明示的知識とは、L2
に関する意識的で宣言的な (declarative) 知識を指す。例えば、英単語を日本語に翻訳するテス
トは、明示的な語彙知識を測定している。一方で、暗示的知識とは、L2 に関する無意識的で手
続き的な (procedural) 知識のことである。 
暗示的語彙知識は、L2 語彙の形態的・意味的表象に学習者が無意識的・自動的にアクセスす

る能力を指し、流暢な言語使用を可能にする。実践的コミュニケーション能力を高める上で暗
示的知識が不可欠であることを考えると、いかにして暗示的語彙知識の習得を促進できるかは、
研究者・教師・学習者にとって大きな課題である。以上の理由から、本研究では集中学習・分
散学習が明示的および暗示的な語彙知識の習得に与える効果を比較し、研究結果に基づいて効
果的な語彙学習法を提案することを目指した。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、明示的・暗示的な L2 語彙知識の習得において、集中学習・分散学習が果
たす役割を調査することである。 
 
３．研究の方法 
(1) 参加者：本研究の参加者は、英語を外国語として学ぶ 66 人の日本人大学生・大学院生で

あった。 
(2) マテリアル：48 の疑似語（例. bondit, emband, shottle）を学習対象語として使用した。疑似

語の内、半分は集中学習条件、残り半分は分散学習条件に割り当てられた。疑似語の割り
当ては参加者ごとにカウンターバランスされた。 

(3) 手続き：実験はすべてコンピュータ上で個別に行われた。参加者には、疑似語 48 が含ま
れた 144 の英文が提示された。参加者は英文を元に疑似語の意味を推測し、その意味をキ
ーボードで入力することが求められた。集中学習条件に割り当てられた疑似語に関しては、
その疑似語の含まれた 3 つの英文が同時に提示された（図 1）。分散学習条件に割り当てら
れた疑似語に関しては、その疑似語の含まれた英文が 1 つずつ、約 25 分間の間隔を置い
て提示された（図 2）。 
 

 
図 1 集中学習条件の具体例 
 



 
図 2 分散学習条件の具体例 
 
学習の後、語彙性判断課題が実施された。語彙性判断課題では、実在語または疑似語の

いずれかが 1 つずつ提示され、それぞれが英単語であるかどうかをなるべく早く判断する
ことが求められた。語彙性判断課題の後、翻訳テストが実施された。翻訳テストでは、48
の疑似語が 1 つずつ表示され、その意味をキーボードで入力することが求められた。 
その 2 日後に、語彙性判断課題が再び実施された。さらに、翻訳テストおよび多肢選択

テストも行われた。 
 
４．研究成果 
翻訳テスト・多肢選択テストにおける正答率、および語彙性判断課題における反応速度は、

logistic mixed-effects model により分析された。翻訳テストにおいて、学習条件の主効果は有意
であり、大きな効果量が見られた（z = 5.81, p < .001, d = 0.86）。多肢選択テストにおいても、
学習条件の主効果は有意であった（z = 2.79, p = .005, d = 0.29）。これらの結果は、明示的知識
の習得に関しては、分散学習条件の方が集中学習条件よりも効果的であることを示唆している。
一方で、暗示的語彙知識を測定するテストにおいては、分散学習条件・集中学習条件の間に統
計的に有意な差は見られなかった。 
本研究は第二言語語彙習得において、分散学習は明示的知識の習得を促進するものの、暗示

的知識の習得は必ずしも促進しないことを示した世界でも初めての研究である。認知心理学の
中で最も頑強な現象の一つと言われる分散効果が必ずしも成り立たないことを示したという点
で、分散効果の生起過程に関して理論的な貢献が期待される。また、本研究の知見をもとに、
効果的な語彙学習教材・指導法を開発することが可能になる。 
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